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SummaηA  study was perfomed on anesthetized dogs to determine the effects of 
three doses of synthetic atrial natriuretic peptide (ANP) on systemic and regional 
hemodynamics. ANP produced falls in mean aortic blood pressure for al doses : O.lj.lg・
kg-1 (low dose)， 0.5μg・kg-1(medium dose)， and 2.5μg・kg-1(high dose). With medium and 
high doses， a transient decrease in total peripheral resistance and a similar increase in 
cardiac output (CO) were observed the stage immediately following administration of ANP. 
Marked but transient increases in carotid blood flow was observed after administration of 
al three doses of ANP. Furthermore， ANP caused transient decreases in carotid vascular 
resistance， while carotid blood flow increased more markedly than CO. On the other hand， 
organ blood flow to the splanchnic organs and skeletal muscles decreased or tended to 
decrease. This study demonstrates that (1) ANP mediated reduction in aortic blood 
pressure creates a decrease in total peripheral resistance，(2) ANP most effectively relaxes 
the carotid artery， and (3) the hepatic， mesenteric and femoral arteries are less sensitive to 
ANP. 
lndex Terms 





































Fig. 1-a. Sch巴maof th巴 exp巴rim巴ntA 
a; Aorta 
b ; Hepatic art巴ry
c ; Superior mesenteric art巴ry




















した時点で実験を開始した (Fig.1-a， Fig. 1-b). 
Fig. 1-b. Schema of the experiment B. 
a ; Cartid artery 






















心拍数 (HR; beats/min)・心電図の連続 3R-R間隔
の平均値から算出した.








全末梢血管抵抗 (TPR; mmHg / ml / min・kg)・
(ABP-IVP)/COとして算出した.








肝動脈血管抵抗 (HAR ; mmHg / ml / min・kg): 
(HAP-IVP) /HAFとして算出した.















総頚動脈血管抵抗 (CVR; mmHg/ml/min・kg): 
(CBP-IVP)/CBFとして算出した.






大腿動脈血管抵抗 (FVR ; mmHg / ml/ min • kg) : 
(FBP-IVP) /FBFとして算出した.
血行動態の測定はANP投与前と投与後 1分， 3分， 5 















3分後に前値の 102.6:t0.5%， 5分後 104.l:t1.4%， 
2分後 102.9土0.7%，10分後 102.8:t1.1 %にいずれも
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より 1分後に前値の 89.4士3.8%に有意 (p<0.05)に 2. 腹部血行動態
減少し，その後は漸次増加傾向を示した.大量では 1分 (1) HAP 
後， 3分後， 5分後， 7分後にそれぞれ前値の 79.2土3.8 少量投与により， 1分後 10分後， 20分後にこそれぞれ
%， 84.5士1.9 %， 88.1土3.3%および 89.6土3.8%にい 前値の 97.3土0.8%，96.7:t1.6%および 97.1土1.3%
ずれも有意(1分後と 3分後および 5分後はp<O.Ol， にいずれも有意(1分後は p<0.01，10分後と 20分後は
7分後はp<0.05)に減少し，その後漸次増加傾向を示 p<0.05)に下降した.中等量では l分後に前値の 92.9
した (Fig.2-e). 土1.9%に有意 (p<O.Ol)に下降し， 20分後まで有意の
(6) UV 下降が持続した.さらに大量で、は 1分後に前値の 86.6土
少量投与により，前値の 128.4士13.9%に有意 (p< 2.6 %に有意 (p<O.Ol)に下降し， 20分後まで有意の下
0.05)に増加し，中等量では前値の 150.0士13.2%に， 降が持続した (Fig.4-a). 
さらに大量では前値の 213.7:t17.9 %にいずれも有意 (2) HAF 
(p<O.Ol)に用量依存性の増加を示した (Fig.3). なお 少量投与により 3分後に前値の 93.2土2.5%に有意
ω~~21 a) HR ~~21 b) ABP 
昔130卜。一一o0.1μg/kg (n=7 m田門士 SE) 130 
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Fig. 2. a) Effect of ANP on heart rate. b) Effect of ANP on arterial mean 
blood pressure. c) Effect of ANP on inferior vena cava pr巴ssure.d) 
Effect of ANP on cardiac output. e) Effect of ANP on total peripheral 
vascular resistance. 














































































0.1 0.5 2.5 (μgj kg) 
Fig. 3. Effect of ANP on urinary volume 
* : p<0.05， * * : p<O.Ol 
(p<0.05)に減少し，以後20分まで有意の減少が持続し
た.中等量では l分後に前値の 94.9土2.6%に有意 (p<
0.05)に減少し，以後20分まで有意の減少が持続した.

















後に前値の 92.5:t2. 5 %に， 20分後には前値の 91.5:t
2.0 %にいずれも有意 (15分後は P<0.05，20分後はp
< 0.01)に減少した.大量では，投与後に前値の 92.5士
3.9 %に， 10分後に 91.5:t3.4%に，さらに 15分後には





より， 15分後に前値の 106.6土3.0%に， 20分後には
106.1土2.4%にいずれも有意 (p<0.05)に増加した.大






より 3分後には前値の 97.2土0.8%に有意 (p<O.01)
に下降し，以後 15分まで有意の下降が持続した.さらに







中等量では投与 1分後に前値の 108.8士2.7%に有意 (p
<0.01)に増加し，以後5分まで有意の増加が持続した.






































































。--00.1μg!kg (n~7 mean:!:SE) 
1>--" 0.5μg/kg (no:7 mean士SE)








































































Fig. 4. a) Effect of ANP on hepatic arterial mean blood pressure. b) Effect 
of ANP on hepatic arterial blood f1ow. c) Effect of ANP on hepatic 
arterial r巴sistance.d) Eff巴ctof ANP on superior mesenteric arterial 
mean blood pressure. e) Effect of ANP on superior mes巴nt巴ricblood 
flow. f) Eff巴ctof ANP on superior mesenteric vascular resistance. 
* : p<0.05， * * : p<O.Ol 
15 
1'， 














ANPが HRにおよぼす影響について， Ishi， et a1.161 
はANP投与により血圧が下降し，これに伴って圧受容
体を介する反射が生じて HRが増加すると述べている圃
一方， Cody， et al.17)はANP投与により HRは変化し
考
後と 20分後はp<0.05)に減少した.中等量では投与5







少量投与により，投与 15分後に前値の 119.7土8.1% 
に， 20分後には前値の 118.4土7.9%にいずれも有意 (p
<0.05)に増加したが，中等量では有意の変化を示さな
かった.一方，大量では投与 1分後 5分後および7分
後にそれぞれ前値の 90.9士2.6%， 92. 7:i3.4 %および
95.5:i2.2 %に有意(1分後はp<O.Ol，5分後と 7分後
はp<0.05)に減少した (Fig目 5-f).
(200) 中 谷 晃(他 1名)
~~JI n....a] ~，~:n/'n (n=7 ~o"n+~C\ :;:~I b) CBF 21300--00.1μ g kg n =  mean土SE) 130 
雪A-.-.0.5μ日/kg(n = 7 mean :t SE) 
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Fig. 5. a) Eff巴ctof ANP on carotid arterial mean blood pressure. b) Effect 
of ANP on carotid blood flow. c) Effect of ANP on cartid vascular 
resistanc巴ー d) Effect of ANP on femoral arterial m巴anblood pressure 
巴)Eff巴ctof ANP on femoral vascular resistanc巴
















る.なお Ishii，et al.'6)はCOは減少するも， ANP投与
初期には一過性に増加するという.co減少の機序につ
いて， Lappe， et al.23)はANPの直接的な心抑制jよりも
静脈還流量の減少きよる可能性が大であると述べており，
Winqist，巴tal目叫は循環血援量の減少もしくは容量血管





mann， et al.")や Fujioka，et al.29)はこれを減少させる
臓器循環に関する研究 (201) 
























て， ANPが後述の容量血管を拡張させ静脈還流量を減 本研究の如く， ANPの全身投与が HAPにおよぼす
少させた可能性や，心臓に対し直接抑制的に作用した可 影響を直接肝動脈にカニューレを刺入して検討した報告
能性も否定できない. はみられない.一方 HAF，HARにおよぼす影響につい
ANPの血管拡張作用は， ANP受容体を介するサイク てFujioka，巴ta1.'8)はANP投与により HAFは変化し
リッ!1GMPの増加およびレニン・アンジオテンシン・ア ないとしており， Wakitani， et al.')は HAF，HARは
ルドステロン系や交感神経系の活性抑制が関与している いずれも変化しないとしている.本研究の結果， HAPは
ものと考えられている31)本研究において ANP中第量 ANPの少量投与により 1分後， 10分後および20分後に




は利尿による循環血媛量減少に伴うレニン・アンジオテ なかった.したがって， HAPの下降は HAF減少の結果
ンシン系の賦活化などが関与する結果と推測される. とも考えられる.一方， HAFの減少は， HARの有意の











Lappe， et 'al.叫はラットを用いた実験の結果， ANP 
はSMRを増加させて SMFを減少させるとしており，
SMRの増加はラットに限らず他の動物においても認め
られる可能性があると述べている.しかし， Lappe， et 
a1.40) は， ANPは1.08μg/kg以上の大量投与により






























はない. Pegram， et al.27)はWKYラットにANPを投
与すると CVRは増加し，脳血流量は減少するとしてい
る. 1方， Fujioka， et aJ.29)はWKYラットにANPを
投与しても脳血流量は変化しなかったとしており， Wa-


















て変化しないと述べており， Fujioka， et al.四)はラ y ト
を用いた実験において，骨格筋血流量は減少したといて
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